
千歳市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

生活交通確保維持改善計画の目標
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事業実施の目的・必要性

千歳市は支笏洞爺国立公園に指定されている支笏湖を源とする千歳川の清冽な流れと自然が育む豊かな大地に恵まれ、札幌市や苫小牧市など4市4町に隣接しており、面積
は594.50㎢で、人口は97,678人（R4.12.1時点)となっている。
路線バスの利用者は自家用車の普及等により昭和４０年代をピークに減少傾向にあり、また、まちづくりに関する各種市民アンケートでは、路線バスに対する満足度は低い結
果となっている。
路線バスの利便性を向上させ交通ネットワークを充実させることは、まちづくりにとって重要な要素の一つであることから、平成27年度に地域公共交通網形成計画、平成28年度
に地域公共交通再編実施計画を策定し、全市的なバス路線の再編を実施した。
また、令和３年度には地域公共交通計画を策定したところであり、本計画に基づき利用者の利便性向上のための運賃制度の導入や各施策の実施など、バス事業者の収支改
善に取り組んでいる。
しかしながら、路線バスの利便性を向上させることは、財政的負担を伴うことにつながり、バス事業者や市の財政支援で賄うことが極めて困難な状況にあることから、国の地域
公共交通確保維持改善事業を活用し、路線バスを基幹とする持続可能な交通ネットワークの構築と充実を図るものである。

・ＪＲ千歳線（千歳駅、南千歳駅、新千歳空港駅、長都
駅）

・路線バス（北海道中央バス、千歳相互観光バス、道南
バス、あつまバス）
17路線（内、地域間幹線系統２路線）

・東千歳デマンドバス（市内1路線）

・長都、中長都、釜加地区デマンドバス（市内1路線）

・スクールバス（6路線）

令和５年度申請時における目標を以下のとおり設定した。

① 収支率（桜木線・みどり台線） ② 利用人数（市乗降調査） ※１日あたりの利用者数

目標 実績 目標 実績

冬 402人 414人 285人 305人

夏 288人 247人 180人 203人

桜木線 みどり台線

目標 499人

実績 494人

東千歳デマンドバス

① 収支率（東千歳デマンドバス） ② 利用人数 ※１年間の利用者数

令和５年度

R4.10～R5.9

目標値 45.0%

実績値 41.1%

令和５年度

R4.10～R5.9

目標値 12.6%

実績値 20.6%

地域公共交通の現況



令和５年度事業概要
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【みどり台線】運行事業者：北海道中央バス株式会社
運行区間：千歳駅～みどり台北2丁目
運賃：千歳駅～みどり台北2丁目間 100円～280円

【桜木線】運行事業者：北海道中央バス株式会社
運行区間：以下のとおり
運賃：100円～280円（循環路線）
・桜木線① 千歳駅～千歳駅（循環）
・桜木線② 千歳駅～千歳駅（循環） ※ショートカット型
・桜木線③ 千歳駅～桜木５丁目

【東千歳デマンドバス】
運行区域：千歳市東千歳地区(協和、幌加、新川、東丘、中央、泉郷、根志越)
運賃：協和・幌加・新川・東丘：大人600円 小人300円 学生300円

中央・泉郷・根志越：大人400円 小人200円 学生200円

協議会開催状況

令和５年６月９日 第１回協議会を開催
・協議事項：、令和４年度事業報告及び決算報告,令和
５年度事業計画及び公共交通利用促進の取組など

令和５年９月11日 第２回協議会を開催
・協議事項：路線バスにおけるダイヤの見直し

令和５年10月 第３回協議会（書面)を開催
・協議事項：専門委員会の設置について

令和５年11月10日 第４回協議会を開催
・協議事項：路線バスにおけるダイヤの見直し及び自動
運転及びオンデマンドバスの実用に向けた検討

令和５年11月 第５回協議会（書面)を開催
・協議事項：交通ＤＸ専門委員会の設置について

令和６年１月 第６回協議会（書面)を開催
・協議事項：地域公共交通確保維持事業の事業評価（案）

（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金）



令和５年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・市内各バス事業者のGTFSデータの整備が完了（GTFS-JP４社、GTFS-RT３社）し、民間の経路検索サービスへ運行情報が反映された。

・東千歳市区で運行していた、東千歳乗合タクシーを廃止し、令和４年１０月より、運行形態がオンデマンド型である東千歳デマンドバスの運行を
開始し、運行経費の削減や利用実態に合わせた運行形態に変更したことで利便性の向上に努めた。

[R4.10～R5.9の状況]
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２）運行系統（桜木線・みどり台線）
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２）運行系統（東千歳デマンドバス）
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３）利用実績(桜木線・みどり台線)

４）収入実績

単位：人 単位：人

単位：円 単位：円
桜木線 みどり台線

R4.10 1,193,215 854,649

R4.11 1,212,257 886,439

R4.12 1,706,082 1,167,289

R5.1 1,457,291 1,170,730

R5.2 1,551,415 1,254,668

R5.3 1,518,408 1,175,507

R5.4 1,408,446 983,854

R5.5 1,212,905 930,278

R5.6 1,358,411 989,760

R5.7 1,476,699 1,011,610

R5.8 1,507,948 1,011,768

R5.9 1,384,445 1,037,583

合計 16,987,522 12,474,135

桜木線 みどり台線

R4.10 6,725 4,902

R4.11 6,976 5,000

R4.12 9,787 6,592

R5.1 8,300 6,677

R5.2 8,804 7,076

R5.3 8,585 6,600

R5.4 8,043 5,664

R5.5 6,846 5,251

R5.6 7,693 5,616

R5.7 8,332 5,659

R5.8 8,709 5,729

R5.9 7,856 5,821

合計 96,656 70,587

桜木線 みどり台線

R3.10 7,797 4,601

R3.11 8,521 5,210

R3.12 10,343 5,610

R4.1 7,883 5,661

R4.2 5,571 3,977

R4.3 9,657 5,866

R4.4 6,678 4,610

R4.5 6,867 4,159

R4.6 6,956 4,645

R4.7 7,063 4,659

R4.8 6,713 4,708

R4.9 6,678 4,270

合計 90,727 57,976

桜木線 みどり台線

R3.10 1,378,105 808,368

R3.11 1,502,782 912,965

R3.12 1,825,423 1,007,518

R4.1 1,374,054 992,362

R4.2 997,267 701,379

R4.3 1,715,091 1,044,288

R4.4 1,174,697 816,694

R4.5 1,224,308 731,106

R4.6 1,237,791 819,640

R4.7 1,251,993 827,090

R4.8 1,166,892 821,586

R4.9 1,187,139 764,988

合計 16,035,542 10,247,984
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３）利用実績（東千歳デマンドバス）

４）収入実績

現在の運行体系は、令和５年度からであるた
め、令和４年度については、実績がないこと
から、令和５年度実績のみ記載。

単位：人

単位：円

東千歳

R4.10 30

R4.11 47

R4.12 58

R5.1 25

R5.2 40

R5.3 36

R5.4 38

R5.5 42

R5.6 50

R5.7 40

R5.8 37

R5.9 51

合計 494

現在の運行体系は、令和５年度からであるた
め、令和４年度については、実績がないこと
から、令和５年度実績のみ記載。

東千歳

R4.10 28,500

R4.11 13,600

R4.12 24,600

R5.1 25,600

R5.2 26,200

R5.3 4,600

R5.4 13,100

R5.5 15,000

R5.6 18,000

R5.7 10,400

R5.8 34,300

R5.9 27,000

合計 240,900



６）目標・効果達成状況

１．収支率について

【桜木線・みどり台線】

目標：45.0% 実績：41.1%

【東千歳デマンドバス】

目標：12.6% 実績：20.6%

２．利用人数について （市調査） ※１日あたりの利用者数

（1）桜木線（市調査） ※１日あたりの利用者数

目標：冬402人、夏288人
実績：冬414人(R04.12月)、夏247人(R05.4月)

（2）みどり台線（市調査） ※１日あたりの利用者数

目標：冬285人、夏180人
実績：冬305人(R04.12月)、夏203人(R05.4月)

利用人数について、冬季は目標を達成し、夏季は目標達成には至っていないが、増
加傾向にある。

利用者の増加を受け、収入については、増加しているが、依然として、収支率目標を
下回っている。

（３）東千歳デマンドバス※１年間の利用者数

目標：499人/年

実績：494人/年

収支率は、目標を達成し、利用人数についても概ね目標を達成している。

7

７）事業の今後の改善点

【桜木線・みどり台線】
本系統については、収支率の改善が今後の課題であり、各便の利
用人数などを把握し、ダイヤの見直し及び運賃の引き上げを検討する
必要があるが、利用人数は増加傾向にあることから、慎重に検討を進
める。
引き続き、自治体とバス事業者とが連携し、各種改善に向け、さらな
る利便性の向上に取り組むとともに利用促進につながるような情報発
信に努めていく。

【東千歳デマンドバス】
本系統については、デマンド型の運行形態をとっており、交通空白地
における運行を行っており、収支率については、必然的に低くなってく
ることもあり、市から補助金を出し、運行を支えている。
運行を行っている地区の人口的に日常利用については、あまり多く
はない系統であるが、地元住民にとっては欠かせない移動手段である
ことから、継続的に運行することができるよう、周知等を行い利用促進
につながるよう努めていく。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・目標を一部達成することができなかったが、路線バスの収支率や利
用人数は前年度を上回っており、関係機関との連携や各種情報発
信により効果的な周知を行う等、引き続き利用促進につながる取組
を期待する。

計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


